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プログラム言語論 試験問題

問題 1

命令型言語,オブジェクト指向型言語 関数型言語の特徴を比較した下記の表を完成させよ ただし,説
明|くは,下記のキーワードリスト及びプログラミング言語リストから単語を適宣選択し,使用した単語に

は下線をりIく こと また,複数個所に同じ単語を使用するのはかまわないが,下線を引くの成 リスト中
の単語 1つにつき,最も重要と思う1擬所のみとする

キーワードリスト手続き型記 コンパイラ,イ ンタプリタ,L帥嗣い‐ Pnnt,数値計算,記号処理,人
工知能.ンミュレーション,自然言語処理,シネテム (OS)記述,統合プログラミング環境,多様

性,ク ラス,メ ンバ変数,局所変数,抽象クラス,再帰関数,継承.高階関数,ラムダ計算,手続き

と関数,代入文,フォンノイマン型計算機,宣言文,実行文,オーバーローヽ オニバーライド 制

御文,S式, リスト記法,項,述語,前置記法,カプセ/24ヒ,情報隠蔽,ランダムアクセスヤシン,

構樹 ヒプログラミング 関係,規則と事実,質問,単一化,バックトラッキング ー階述語論理

プログラミング言語リストC,C+十,瑯 ,J製あ SChelne,Llsp.Prolog,Smautalk,C● ■,CNひ
Plolog・ Fortrall

計算モデル 文 法 用途 言語処理系

命令型言語 (Pl) (P2) (P3) (P41

オブジェクト

指向型言語

(01) (021 (03) (041

関数型言語 (Fl) (F2) lFめ (F4)

論理型言語 プログラムは,パ ラメータ

間の 関係 を規定す るため

の 規則と事実 から構成され ,

質問 によつて実行が起動され

る 一階述語論理 の計算モデ
ルに基づき,質問に対する解
を  
｀ .単一化    や

バックトラッキングにようて

自動的に探索する

アトム,変犯 数

を表す項 と,関
数,述語 を表す
複合項から構成

される 大文字で

始まる文字列は

変数 として扱わ

オレる:

人工知能 ,

自然言語処理 等

の記号処理に用

いらオしる

PIolog,

CNIJ Prolog

識築翼講群3Mχ L駄 兵ゝξttζ ttFil遥鰯奪じ算足
やピリオ ドに注意 )

“「
(rARI],σ″)

このようにPrologでは,Lspにおける関準の人力だけでなく出力も1つのパラメータにして,入出力の関

係を示す述語として定義される

8:::I象色凸1曇曇苗勢L昇と奪ぶ:l認潔鷲ゝ庭義せキ
(3)2つの文字ケ1用変数sl,2を連結するためのLIsp関数〔輌η

“

s152)を定義せよ



1423つの文字列用変数Sl,S2●3について,文字列S3が来宇列Slと S2の連絡になつている関係を満
たすPIolog述語甲

"nd('1「
S2,.931を 定義せよ

(5)Pro10gの 質問 ?― りⅢ烈(免 ,S2,lP,d)に対する解を全て求あ1       '

問題 3  ‐

以下のCIIプログラムについて下記の問いに答えよ
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(1)ヨメント (A)の ,rれalの意味を,それが無かつた場合のブログラムの挙勁とともに説明せよ

(2)コメント (B)でυ′
“
=ら としてはいけない理由を説明せよ

(3)コメント (F)の関数″
"置“
(ItStl)の出力結果を示せ

(4)コ メント(C)のメンバ関数″ⅢrdOtoの定義を,なるべく再帰関数によつて完成させよ これは, リ
スト構造をドット表現で出力するものである

(6)Jメ ント(D)の関数。
"“
dKIt'Hl,レ st●2)の定義を,なるべくo第3,∝r,carと再帰を用いて完

成させよ これは,弓 :数で示される2つのリスト構造を接続するものである たとえば,(αりと(9の を
接続すると (aOcalと なる

(61コメント lE)の露数raぃsc(■8`*:1,あ
“

ネ12)の定義を,なるべくams,“ら枡 と再帰を用いて

完成させよ これは,第一引数で示されるリスト構造を反転させ,第二引数に接続するものである:たと     ヽ
えば,(aOClを反転させると←らc)となる 通常,第二引数にはMル を入れて実行する
(7)2つの関数

…

と
“““
Cの実行の違いを再帰法の観点から説明せよ

以上


